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令和７年度 自己評価及び学校関係者評価書 
令和８年３月 

                 市立札幌北翔支援学校 

１ 学校教育目標 
自分らしく 心豊かに 暮らす 

 
２ 目指す姿 
 〇個性を発揮しながら主体的に生活する児童生徒 
 〇人との交流や興味・関心のあることを広げ楽しむ児童生徒 
 〇家族や地域の人たちと共に生きる児童生徒 
 
３ 令和７年度の重点目標・テーマ 
  通いたくなる学校～家庭や地域とともに～ 
 
４ 各学部で目指す姿 

小学部 みつける 中学部 伸ばす 高等部 発信する 

〇人、ものなど様々なことに 
興味・関心をもち、主体的に
取り組もうとする 

〇仲間などに積極的にかかわ 
りながら、自分の目標に向 
かって行動しようとする 

〇卒業後の社会参加を意識し 
ながら、自らの意志を伝え 
ようとする 

 
５ 学校運営方針 
 ▢学びたくなる授業・行事の創造 
  〇目標や指導内容を明確にした「分かる・できる・楽しい」授業 
  〇学びの質を高める ICT の効果的な活用   
  〇本校独自の施設（通年ﾌﾟｰﾙ、ｽﾇｰｽﾞﾚﾝ室等）を生かした授業 
  〇体験や人などとの関りを広げる学校行事   

〇共に学ぶ交流及び共同学習の実施 
 

▢安全安心な学校体制の構築 
〇学校看護師を中心にした医療的ケア対応  
〇主治医や指導医などとの効果的な連携  
〇５段階の食形態による安全安心な給食の提供 

  〇安全な施設・設備の維持更新と緊急時における体制の整備 
 
▢専門性の高い信頼される職員集団を目指して 

  〇教職員の主体的な学びによる肢体不自由教育の専門性向上 
  〇個別の指導計画等を活用した一人一人の教育的ニーズに応じた指導の充実  
  〇３学部間の連携による一貫性・連続性のある教育の推進  
  〇「からだづくり」「食指導」など多職種との協働による自立活動の実施 
  〇福祉事業所など関係機関との連携を生かした教育   

〇特別支援教育のセンター的機能の発揮 
 
６ 重点 
 ▢学校運営の重点 
  〇多職種による協同的な学校運営 
  〇職員のウェルビーイングの向上 
   ・職場の心理的安全性 ・良好な労働環境 ・保護者や地域との信頼関係 ・児童生徒の成長実感 
 ▢指導の重点 
  「学ぶ力」～直接的な体験や自己選択・自己決定の場 
  「豊かな心」～互いのよさを認め合う場 
  「健やかな体」～運動に親しむ場 
    
７ 教育方針・社会的存在意義〈北翔のパーパス〉 

自分らしく心豊かに暮らす人が育つ学校 
〇子どもの可能性を最大限に引き出し、生活につなぎます。 
〇授業・行事で、子どもたちに感動や達成感をもたらします。 
〇障がいの重い子どもの最新の指導を学び、効果的な活動を提供します。 



８ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

自己評価・改善策の適切さ（Ａ：適切である  Ｂ：概ね適切である  Ｃ：適切ではない） 

 

分野 評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評価 

の適切さ 

改善策の

適切さ 

北

翔

の

パ

｜

パ

ス 

１  児童生徒の可能

性を最大限に引き

出し、豊かな生活

につなげるため、

教育的ニーズに即

した対応を適切に

行なっている。 

Ａ 

・多職種連携や保護者との連携を深めながら、児

童生徒一人一人の的確な実態把握に基づく、教

育的ニーズに応じた教育を推進する。 

・学校教育目標の実現に向け、「各学部で目指す

姿～みつける・伸ばす・発信する」の段階的な

育成のため、学部間・多職種間の連携を強化

し、実態把握と教育的ニーズに基づいた児童生

徒一人一人の可能性を最大限に引き出す指導・

支援を組織的に推進していく。 

Ａ Ａ 

２  日常的に計画・

実践・評価・反

省・改善を繰り返

しながら、児童生

徒の興味関心を高

める「感動」や

「達成感」をもた

らす授業や行事を

行っている。 

Ａ 

・「感動」や「達成感」をもたらすために、日々

の授業におけるＰＤＣＡサイクルを実施し、一

人一人が五感を通して学び、「分かる」「でき

る」「楽しい」を実感できる授業づくりを進め

ていく。 

・12 年間の学びの系統性を担保するため、校内研

究を軸に据えながら、主体的な学びを生かした

授業づくりや、学部間のつながりを深める仕組

みづくりを推進する。授業を見せ合い、語り合

う文化を定着させることで、学部間のつながり

という視点を全教職員で共有していく。 

Ａ Ａ 

３  各職種の専門性

を発揮し、児童生

徒の発達段階や生

活年齢、学習経験

等を踏まえて効果

的な活動を提供し

ている。 Ａ 

・各学年・学部や校内研究、教育課程検討委員会 

での検討等を通して、日々の授業や指導計画、 

教育課程の評価・改善を図る。また、多職種と 

連携して、それぞれの専門性を発揮しながら、 

児童生徒の実態に応じた適切な指導・支援を行 

い、学習効果の高い授業・活動を展開してい  

きたい。 

・今年度も「介助方法」や「医療的ケア」、「口

腔衛生」「障がいが重い子どもの学習や関わ

り」「ICT活用」等の校内研修を実施し、多くの

学びを深めることができた。今後も専門性の向

上を目指し、校内研究や研修の充実を図る。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員による意見 

・各学部が掲げる目標や目指す姿については良い方向であると感じる。併せて、専門性を生か

しつつも、学部間の縦のつながりをさらに強化していくことで、児童生徒の成長を長期的・

継続的に支える体制を構築してほしい。 

・全職員で児童生徒を見ていく体制を進める中で、日常的に関わる職員と、そうではない職員

とでは視点が異なることに着目してほしい。日常的に関わっていない職員の視点は、客観的

で新鮮な気付きを与えてくれる場合がある。学部や学級の枠組みを越え、異なる立場から率

直な意見交換ができるような、組織としての風通しの良さと多角的な視点の共有を期待した

い。 

・専門性の維持・向上を図るために、校内の研修に留まらず、他校の取組を知り、必要に応じ

て取り入れていく必要がある。特に、道内の肢体不自由特別支援学校との実践交流や情報交

換の機会を大切にして、さらに専門性の深化を図ってほしい。 

 



分野 評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評価 

の適切さ 

改善策の 

適切さ 

学

ぶ

力

・

豊

か

な

心

・

健

や

か

な

体

の

育

成 

４  児童生徒の成

長・意欲につなが

る個別の教育支援

計画並びに個別の

指導計画を作成

し、分かる・でき

る・楽しい授業を

行っている。 
Ｂ 

・児童生徒の目標に対する達成状況の評価を踏ま

えて指導目標・内容の妥当性について検証し、

個別の教育支援計画や個別の指導計画に反映さ

せ、指導の改善に役立てる。 

・昨年度改善した個別の指導計画の運用状況から

成果と課題を整理し、改善につなげる。 

・「分かる・できる・楽しい」と感じられる授業

づくりを進めるために、「分かる」ための教材

の工夫や ICT の導入、「できる」ための補助具

や支援機器の活用、「楽しい」と感じられるた

めの五感を使って学ぶ体験的な活動や興味・関

心に基づいた学習を取り入れ、主体的に学習す

るための指導の手だてを講じていく。 

Ａ Ａ 

５  交流活動等を通

じて関係機関や地

域と連携し、児童

生徒の個性や多様

性、相互承認とい

った人格を尊重し

た指導を行ってい

る。 

Ａ 

・学校間交流や地域学習では、子ども同士の理解

と交流が深まるよう、お互いにとって有意義な

交流の在り方について学校間で十分に検討し、

無理なく継続的に実施できるよう活動を計画し

ていく。 

・悩みやいじめに関するアンケート調査では、多

くの児童生徒が学校を楽しいと感じており、出

席率も向上していることから、児童生徒にとっ

て「通いたくなる学校」づくりが着実に進展し

ていることが推察できる。次年度も、人間尊重

の教育を基盤に、子ども一人一人が「自分が大

切にされている」と実感できる学校づくりを推

進する。 

・地域との連携について、今年度は、北翔公開日

や学校祭に多数の来校者が訪れたほか、「花い

っぱい運動」や「発北キラキラ７days」等にお

いて、地域の方々と交流を深めながら活動する

機会を設定できた。今後も地域の教育資源を教

育活動の充実に生かし、地域に貢献する教育活

動を進め、地域にとって「魅力ある学校」づく

りを推進していく。 

Ａ Ａ 

６  児童生徒の体調

や運動機能の状態

に応じて、スポー

ツの楽しさを知る

体育や活動のベー

スとなるからだづ

くり、食指導等を

行っている。 

Ａ 

・一人一人が持てる力を最大限に発揮し、主体的

に活動できるよう、一人一人に応じた支援の手

だてを講じながら指導を進めていく。 

・学習指導や摂食指導において、校内研究や校内

研修、個別の指導計画の検討等、本校の職員に

とって必要な知識・技能について学び、継承す

る機会を設定し、安全性や技術の不断の向上を

図る。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員による意見 

・児童生徒一人一人の教育的ニーズの根拠となる個別の教育支援計画と、具体的な指導目標を

定める個別の指導計画の今年度の運用状況を分析し、成果と課題を整理することで、日々の

授業改善や指導の充実につなげてほしい。 

・ICT 機器やスイッチ教材を使用する際、職員が即座に介助を行うのではなく、児童生徒の微

細な動きや意思表出を待って、主体性を引き出す指導が大切である。 



 

 

 

 

 

分野 評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評価 

の適切さ 

改善策の 

適切さ 

安

全

・

安

心

な

体

制

づ

く

り 

７  児童生徒の成長

及び卒業後の生活

を考慮した情報提

供を、日常や個別

懇談等において適

切に行っている。 

Ｂ 

・将来の姿や卒業後の生活を見据え、児童生徒と

保護者が安心して進路について考えることがで

きるよう、各学部段階に応じた進路指導を推進

する。 

・保護者との連携を深め、引継ぎや連絡帳、日常

のコミュニケーション等を通して、保護者のニ

ーズを把握し、児童生徒の成長や卒業後の生活

に係る情報提供を行うことで信頼関係を深めて

いく。 

Ａ Ａ 

８  保護者・福祉事

業所・主治医など

関係者との情報交

換や事故記録の共

有等により、安

全・安心な体制づ

くりや再発防止へ

の取組を適切に行

っている。 

Ａ 

・保護者や関係機関と情報交換を行い、必要に応

じてその内容について保護者と共有していく。 

・ヒヤリハット事例の収集と定期的な振り返りに

より、情報共有が定着し、組織的な危機管理意

識が向上した。今後も、重大な事案だけでな

く、事故の予兆となるような潜在的なリスクの

兆候への感度をさらに高め、日常的に言語化・

共有することで、重大事故を未然に防ぐ安全管

理体制を不断に強化していく。 

・児童生徒の緊急時における体制づくりや対応に

ついて、課題の整理や理解を深める場を設定す

る。また、保護者や関係機関との適切な情報共

有により、安全・安心が感じられる学校となる

よう取組を進めていく。 

Ａ Ａ 

９  防災や防犯につ

いて危機管理の意

識をもち、災害等

発生時に対する備

えを行っている。 
Ａ 

・本校の児童生徒が安全・安心な環境で日々の生

活を送り、学習に取り組むことができるよう、

緊急時に備えた訓練を充実させ、危機管理意識

を高めていく。 

・災害への備えとして校内にある備蓄品等の確認

や、災害時における本校の対応について、保護

者懇談会や学校・保護者間連絡システムを活用

して周知していく。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員による意見 

・保護者離校に伴って、学校と家庭との接点が減少している。引継ぎや連絡帳、PTA の取組な

どを効果的に活用しながら、児童生徒の様子をきめ細かく共有し、保護者の思いに寄り添っ

た丁寧な連携を通して、信頼関係を深めてほしい。 

・卒業後の生活に向けた各家庭の理解度には差があり、特に保護者離校や仕事の影響で進路説

明会に参加できない家庭へのフォローが必要である。すべての家庭が卒業後の生活に見通し

をもてるよう、きめ細やかな進路指導・支援が必要である。 



分野 評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評価 

の適切さ 

改善策の 

適切さ 

教

育

環

境

の

整

備 

10 教育関係者や地

域の方々に対して

本校の教育及び児

童生徒の理解を図

るとともに、セン

ター的機能を果た

すための情報を発

信している。 
Ｂ 

・地域の教育資源を活用しながら「地域と連携し

た学習」を計画的に進めていく。また、今年

度、多くの方々に来校していただいた北翔公開

日や学校祭等において、次年度も地域の方々と

の連携や、学校・児童生徒への理解を深めてい

ただく機会を設定していく。 

・今年度も一定程度、情報を発信することができ

たが、次年度は更なるホームページの充実を図

り、更新頻度を高めるなど、本校の広報活動の

活性化に向けた取組を推進する。 

・本校が特別支援教育のセンター的機能におい

て、中核的な役割が期待されていることへの意

識を全職員で高めていきたい。また、本校職員

の専門性や施設・設備を生かした地域における

特別支援教育のセンターとしての役割を果たす

ために校内体制を整備していく。 

Ａ B 

11 保護者と協働し

て教育環境を整え

る取組を適切に行

ったか。 

Ａ 

・保護者と児童生徒に関わる情報を共有し、連携

を深め、信頼関係の構築に努める。また、保護

者と協働して教育環境を整えられるよう、日々

の対話やPTAの取組等を通して、一人一人の教

育的ニーズに応じた学校づくりを進める。 

・個別の指導計画や個別の教育支援計画における

指導目標や内容、評価について共有し、保護者

や関係機関等と協働しながら児童生徒にとって

最適な指導や教育環境について検討していく。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員による意見 

・センター的機能の活用について、教育委員会が調整に入る現行の体制が、小中学校等にとっ

て活用のハードルを上げているのではないかと考える。学校と教育委員会が密に連携しなが

ら、学校として、専門的な支援内容をより積極的に発信し、活用を促す働きかけを強化すべ

きである。 

・児童生徒が小さいうちから地域と触れ合う機会をもつことは、周囲の理解を自然に深め、

「心のバリアフリー」の具現化につながる。子ども同士であれば、幼いほど互いの存在を自

然に受け入れ、それが将来的な共生社会の礎となる。地域と連携した学習や地域学習を継続

的に進めていくことで、学校や児童生徒に対する地域の理解と受容を深めていく取組を推進

してほしい。 

 

【学校評価全体に係る学校関係者評価委員による意見】 

・自己評価における達成状況及び改善の方策について、評価の根拠となる具体的な取組内容を反映させ

た記述であると、より説得力のある評価内容になると考える。 


